
報道機関 各位

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進の取組について

米子市におけるＤＸ推進の取組についてお知らせします。

１．米子市ＤＸ推進計画の策定

米子市では、全庁的にＤＸに取り組むため、「米子市ＤＸ推進計画」を策定しました（別紙

１及び別紙２のとおり）。デジタル技術を利用して、住民の利便性の向上を目指すとともに、

今後予測される社会全体での人材不足に備えるために業務の効率化を図ります。

２．米子市ＤＸ推進本部に専門部会を設置

ＤＸ推進計画に沿って確実に取組を進めるため、米子市ＤＸ推進本部（事務局：総合政策

課、情報政策課）に専門部会を設置しました。今後、専門部会を中心にＤＸを推進していき

ます。

①人材育成部会

②行革部会

③新しい窓口部会

④ガバメントクラウド部会

⑤マイナンバーカード利用促進部会

⑥地域ＤＸ部会

３．これまでの取組の成果

先行的な取組として、福祉課でケースワーカーに係る業務プロセスの見直しやＲＰＡ等に

ついて取り組み、年間の時間外勤務時間を半減することができました（平成３１年度約6,000
時間⇒令和３年度約3,200時間）。これにより、担当者は相談業務や住民と直接対話すること
での確認業務等を行う時間を確保できるようになりました。

今後は、ＤＸ推進計画に沿って全庁的に取組を進め、業務の効率化と住民サービスの向上

を目指します。
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４．令和４年度のＤＸに関する主な取組

①保育園ＩＣＴ化

令和３年度保育園業務支援システムを導入し、園児の登園管理、保育の記録、業務日誌

等のＩＣＴ化を行いました。令和４年４月からは保護者向けスマートフォンのアプリを活

用し、保護者とのコミュニケーションにも利用します。

②キャッシュレス決済

市民一課の証明書発行手数料などの窓口支払にＱＲコード決済（PayPay、LINE Pay）を

導入しました。令和４年度はクレジットカード決済、電子マネーなど利用可能な決済方法

を拡大します。

③重層的相談情報共有システム構築

生活困窮者、高齢者、障がい者、子ども等に対し、複合的・複雑化している相談をすべ

ての窓口で受けとめ適切につなぎ、重層的な体制で対応するため、市のシステムで保有す

るデータ及び相談記録を適切に共有するシステムを構築し、総合的な相談体制を整備しま

す。

④スマート窓口システム

令和３年１０月に、子育て世帯を対象に引っ越し等のライフイベントに伴う手続を一括

して受け付けするスマート窓口を開設しておりますが、令和４年１０月から国民健康保険、

後期高齢者医療、介護保険、障がい者福祉、飼い犬の管理等の手続に拡大し、複数の手続

が見込まれる全ての世帯にご利用いただけるようになります。

⑤庁内業務の効率化

電子決裁システム、契約管理システム、電子契約システム等を導入し、文書をデジタル

管理して業務の効率化を図ります。

５．マイナンバーカードの普及促進

カードの申請受付窓口を平日の時間外や日曜日に開設するとともに、企業や自治会等へ

の出張受付等の普及促進活動を実施しています。

マイナンバーカードを多くの方が持つことにより、住民票や所得証明書等をコンビニで

受け取れる方が増えることとなり、市役所窓口の繁忙期の混雑緩和も期待されます。

別紙１ 米子市ＤＸ推進計画（概要版）

別紙２ 米子市ＤＸ推進ロードマップ



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【計画の背景】 

少子高齢化により生産年齢人口が減少 ⇒ 社会全体で人材不足が深刻に！ 

コロナ禍で社会が大きく変化 ⇒ 非対面での手続き、場所や時間にとらわれない働き方の実現が求められる 

ＤＸで実現を目指して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他、 

●「（総務省）自治体ＤＸ推進計画」が示す取組事項に 

関する、本市の取組として位置づける。 

計画の位置づけ 基本方針 

 

 

 

推進体制 

 

計画期間：令和３年度から令和７年度 
 

１．自治体情報システムの標準化・共通化 

２．マイナンバーカードの普及促進と利活用 

３．行政手続のオンライン化  

４．ＡＩ・ＲＰＡの利用促進 

５．ＢＰＲ（業務の抜本的な見直し）の取組の徹底 

６．セキュリティ対策の徹底 

７．デジタル人材の確保及び育成 

８．データ利活用の推進 

９．テレワークの推進 

１０．地域社会のＤＸ（公共交通、農業、産業分野 等） 

１１．デジタルデバイド対策 

 

重点取組 

※デジタルトランスフォーメーション･･･デジタル技術やデータの利活用及びそれに伴う組織、制度の変革が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること 

「米子市まちづくりビジョン」（第４次米子市総合計画及

び第２期米子市地方創生総合戦略）の実現をデジタル技

術活用の側面から支えるもの 

第４次米子市行財政改革大綱に掲げる「スマート自治体

への転換」等の取組を具体化するための方針として位置

づけるもの 

米子市ＤＸ推進本部 

【ＤＸ推進チーム】 

・ＤＸ推進員 

・ＤＸ推進員サポーター 

専門部会 

今、抜本的な改革をしなければ 

将来、自治体運営が立ち行かなく

なるおそれがある。 

米子市ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進計画 【概要版】 

業務の効率化 

住民の利便性 

の向上 

人的資源を行政サービスの

さらなる向上につなげる 住んで楽しいまち 

よなご 

各部署での取組を牽引する 

DXに係る重要事項、 

調整事項を調査、 

検討する 

①人材育成部会 

②行革部会 

③新しい窓口部会 

④ガバメントクラウド部会 

⑤マイナンバーカード利用促進部会 

⑥地域ＤＸ部会 



　

令和４年３月

令和３年度 　４年度 　５年度 　６年度 　７年度 　８年度 主な事業

国
の
動
き

〇Gov-Cloud（ガバメントクラウド）
・市町村は、２０業務（税滞納整理を含む）を令和
７年度末までに国が策定する標準仕様に準拠したシ
ステムへ移行するよう法制化

A
I
・

R
P
A

〇スマート窓口二次稼働(R4.10)
〇スマートケースワーク
・スマ窓エンジンを利用したケースワーカー支援シ
ステム
〇スマートサポート
・スマ窓エンジンを利用した障がい者福祉支援シス
テム

市
民
向
け

サ
ー
ビ
ス

〇新とっとり電子申請サービス
　・令和４年度システム更新

〇GISシステム
・令和４年度に庁内合同で調達

人
材
育
成

〇DX推進員　
・デジタル化を担う職員を長期育成

米
子
市
の
取
り
組
み

庁
内
基
幹
業
務

〇次期基幹業務システム（令和７年６月稼働）は、
国標準仕様に基づくシステムを導入

〇重層的支援体制 情報共有システム
・主に福祉保健部、こども総本部窓口での相談案件
を情報共有、管理する

〇新たな窓口機能を検討
・市役所への届け出を１か所で行えるなど、総合相
談窓口機能を検討
・重層的支援相談、スマート窓口を組み合わせる

〇自治体DX推進協議会構成団体
・本市、境港市、琴浦町、大山町、日南町、江府
町、安来市、奥出雲町

重層的相談情報共有システム運用

→　生活保護、生活困窮、介護保険、障がい者福祉、子ども子育て支援、児童手当、

児童扶養手当、就学援助、家庭児童相談、発達及び利用者支援等の一部データを共有

　　　　　　　　デジタル・ガバメント実行計画に基づき、令和７年度末までに

　　　　　　　　Gov-Cloud（自治体情報システム標準仕様）へ移行する

スマート窓口二次構築

（その他業務）

★スマート窓口

とっとり電子申請サービス稼働

【公開中】公開型GIS（認定路線、ハザードマップ等）

 　　　　　　　　　　　　　　　★米子市・境港市・安来市クラウド稼働（令和５年１月～令和７年５月）

Gov-Cloud運用【運用・実証】

〇令和２年度

・J-LISﾃﾚﾜｰｸ実証中　　　

・LINE WORKS運用

〇令和３年度

・タブレットによる

　生保訪問支援端末

・就業管理ｼｽﾃﾑ運用

・保育園ICT化運用

・電子契約実証

・AI相談ﾊﾟｰﾄﾅｰ実証

電子決裁ｼｽﾃﾑ構築

　ＲＰＡ運用

　〇デジタル庁 主要７業務　

　　①国の情報システムを整備、管理　　　②民間のデジタル化を支援　　　　　　　　　　③マイナンバー制度の企画立案

　　④地方自治体のデジタル基盤を整備　　⑤データ利活用（電子署名、電子証明書等）  　⑥サイバーセキュリティー　　　⑦デジタル人材の育成　　　　　　　　　　

【運用中】
〇AIサービス

・多言語翻訳アプリ、保育所入所選考システ

ム、チャットボット「いつでもアンサー」

〇スマホアプリ

・ごみ資源物分別アプリ、母子手帳アプリ、

なかよし学級（学童保育）アプリ、広報紙等

電子化配信アプリ

デジタル庁業務のうち特

に動向を注視する

③～⑦

　デジタル人材育成　　自治体DXを定着させるために

　　　　　　　　　　　①仕事と組織のマネジメントの強化　②職員のキャリアマネジメント（人材育成）

PayPay手数料支払い 

体育施設予約システム稼働（県、鳥取市共同利用）

スマートケースワー

ク、スマートサポー

ト構築

ＡＩ相談パートナー運用

本庁～出先　 窓口相談テレビ会議システム運用中

契約管理ｼｽﾃﾑ構築

電子契約ｻｰﾋﾞｽ

〇ペーパーレス対応

新とっとり電子申請サービス稼働

キャッシュレス決済方法を拡大（クレジットカード、電子マネー、スマホアプリ対応）

重層的相談情報

共有システム構築

DX推進計画策定 DX推進計画を元に研修　　RPA実技研修

自治体DX推進協議会の推進　→　庁内DX、地域DX、人材育成等を圏域で推進する

Gov-Cloud移行開始

住民基本台帳、介護保険、障害者福祉、就学、固定資産税、個人住民税、

法人住民税、軽自動車税、選挙人名簿、国民年金、後期高齢、生活保護、

健康管理、児童手当、児童扶養手当、子ども子育て支援（保育）、国保、

戸籍、戸籍の附票、印鑑登録の２０業務が対象となる

★スマート窓口二次

稼働（R4.10)

★スマートケースワーク、

　スマートサポート稼働（R5)

新たな窓口機能を検討

本庁舎Wi-Fi化

第７章  ロ ー ド マ ッ プ 


